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ごあいさつ

鹿児島市長

下 鶴  隆 央

　鹿児島市は、雄大な桜島と波静かな錦江湾に代表される多彩な自然、世界に誇りうる

魅力ある歴史・文化など豊かな地域資源に恵まれ、商業・交通などの多様な都市機能が

集積する南九州の中枢中核都市です。

　今日、新型コロナウイルス感染症の影響による社会の変化や人口減少・少子高齢化の

進行に加え、世界情勢に伴うエネルギーや食料等の物価高騰など、私たちは多くの困難

に直面しています。

　一方で、ウィズコロナの下、社会経済活動は正常化が進みつつあり、本市としましては、

新型コロナや物価高騰対策など、市民の「いのち・くらし・しごとを守る」取組に引き

続き全力を傾けるとともに、「第六次総合計画」に掲げる都市像「つながる人・まち 彩り

あふれる 躍動都市・かごしま」の実現に向け、地域の稼ぐ力の向上、ＩＣＴの積極的活用

による市民の利便性向上、子育て環境の充実などの各種施策をさらに推進してまいり

ます。

　また、今年の１０月には「燃ゆる感動 かごしま国体・かごしま大会」が開催されます。

新型コロナによる開催延期という困難を乗り越えて迎える両大会が夢と希望に満ちた

素晴らしいものとなるよう、心のこもったおもてなしで、大会を盛り上げてまいります。

　終わりに、この要覧は、市勢の概要をコンパクトに紹介したものですので、本市をより

よくご理解いただく手引きとしてご活用いただければ幸いです。

令和５年３月

市花　きょうちくとう
（昭和43年11月1日制定）

市木　くすのき
（昭和43年11月1日制定）

市　 旗
（昭和46年9月1日制定）

市　紋　章
（大正15年11月24日制定）
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出　　生

1日に　12.1人

（令和4年）

死　　亡

1日に　19.2人

（令和4年）

転　　入

1日に　56.0人

（令和4年）

転　　出

1日に　55.7人

（令和4年）

結　　婚

1日に　7.3組

（令和4年）

離　　婚

1日に　2.8組

（令和4年）

予　　算

市民一人当たり 45.5万円

（令和4年度当初予算）

市　　税

市民一人当たり 15万円

（令和4年度当初予算）

ごみ･資源物収集量

1日に　369.4トン

（令和4年）

上水道（給水量）

1日に　167.4千㎥

（令和4年）

下水道（処理汚水量）

1日に　162.4千㎥

（令和4年）

公共交通機関
市営電車利用者 26,035人
市営バス利用者 14,084人
桜島フェリー利用者 8,814人

（令和4年）

交通事故

1日に　3.8件

（令和4年）

火　　災

1日に　0.3件

（令和4年）

救急出場状況

1日に　100.4件

（令和4年）

1日に

資料：市市民課・資源政策課・水道局経営管理課・交通局総合企画課・船舶局営業課・安心安全課・消防局ほか

資料：鹿児島地方気象台「火山について」を編集し作成
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― 平均気温と降水量 ―

― 桜島の噴火活動の推移 ― ― 観測地点別降灰量 ―
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資料：鹿児島県HP=500g/㎡
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　資料：総務省統計局、市市民課、市総務部総務課
※昭和42年以前は、それまでの編入及び合併区域の世帯数及び人口を旧鹿児島市分に合算したものである。
※国勢調査の数値。ただし、令和４年は１０月１日の推計人口。

― 本庁・支所別の人口割合 ―

― 人口・世帯数の推移 ―

大正9年 14 昭和5年 10 15 22 25 30 35 40 45 50 55 60 平成2年 7 12 17 22 27 令和2年 4

（令和4年10月1日現在）

（各年10月1日現在）

本庁
48.71%

谷山支所
26.83%

伊敷支所8.01%

吉野支所
8.42%

吉田支所1.63%

喜入支所1.78%
郡山支所1.13%

松元支所2.91%

桜島支所
東桜島総務市民課

0.13%

桜島支所
桜島総務市民課
0.45%

人 口
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279,644

283,212
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314,011
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530,502
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604,367
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599,814
593,128

589,676

資料：総務省統計局（国勢調査）

― 男女別５歳階級別人口の推移 ―

平成27年10月1日現在
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令和2年10月1日現在
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6,458

11,125
13,152
15,643
20,987
21,747
20,213
19,117
18,954
20,671
19,785
17,702
14,960
13,099
13,221
13,856
13,044
12,441
11,123

599,814人 593,128人
(年齢不詳14,793人を含む） (年齢不詳37,606人を含む）

276,130人

男
316,998人

女
279,108人

男
320,706人

女

老年人口
65歳以上

年少人口
15歳未満

生産年齢
人口

15～64歳

58
478

2,245
5,592

8,744
12,303
18,295
19,486
17,740
15,891
15,838
18,466
17,220
15,337
12,587
10,779
11,629
13,973
14,031
13,276
11,765

266
1,528
5,205

9,969
13,807
14,857
16,840
22,077
22,821
20,810
19,589
19,815
21,458
20,540
18,592
16,102
15,338
15,144
13,553
13,186
12,725

42
304

1,582
4,728
8,395
10,972
14,374
20,354
21,099
18,377
16,712
16,853
19,421
18,360
15,884
13,056
13,150
15,635
14,329
13,931
13,241

歳 歳

24.8%

13.9%

61.3%

28.6%

13.6%

57.8%

資料：市財政課

資料：市議会事務局

請願・陳情については受理件数による。

― 令和5年度一般会計当初予算 ―

― 議決状況 ―

歳入
自主財源
41.7％

市税
32.5％

国庫支出金
23.3%

繰入金4.4%
使用料及び手数料2.0%
分担金及び負担金0.4%

その他2.4%

市債
7.3%

地方交付税
11.5%

県支出金
9.1%

地方消費税交付金5.6%
その他1.5%

依存財源
58.3％

歳入歳出予算規模
2,789億円
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本会議
日　数

議　案　議　決　内　容
原案可決 否決 修正可決 認定･その他 請 願 陳 情 その他の

案　　件年次

歳出 民生費
50.8%

公債費
10.0%

土木費
8.3%

衛生費
7.4%

教育費
6.8%

総務費
6.4%

その他
10.3%

平成30年
令和元年
2
3
4

― 産業別事業所数及び従業者数の構成比 ―

事業所総数
27,279
事業所

卸売業、小売業
28%

宿泊業、
飲食サービス業

13％

医療、福祉
10％

生活関連
サービス業、
娯楽業
9％

建設業
8％

サービス業
（他に分類されないもの）

7％

不動産業、物品賃貸業
6％

学術研究、
専門・技術サービス業

5％

製造業
4％

教育、学習支援業
3％

その他
7％

卸売業、小売業
25%

医療、福祉
19%

宿泊業、
飲食サービス業

10％

生活関連
サービス業、
娯楽業
4％

建設業
7％

サービス業
（他に分類されないもの）

7％

製造業
6％

運輸業、郵便業
6％

教育、学習支援業
4％

金融業、保険業
3％

その他
9％

従業者総数
274,569人

（平成28年6月1日現在）

資料：経済センサス－活動調査

― 卸・小売業事業所数 ―
（平成28年6月1日現在）

― 産業（中分類）別従業者数 ―
（平成28年6月1日現在）

― 産業（中分類）別年間商品販売額 ―
（平成28年6月1日現在）

資料：経済センサス－活動調査

機械器具
卸売業
558

機械器具卸売業
4,994

飲食料品
卸売業
441

飲食料品
卸売業
5,957建築材料、鉱物・

金属材料等卸売業
375 建築材料、鉱物・

金属材料等卸売業
3,290繊維･衣服等卸売業 61

繊維･衣服等卸売業
540

各種商品卸売業 11

各種商品卸売業
121

その他の卸売業 439

その他の卸売業
3,949

飲食料品小売業
1,311 飲食料品小売業

13,981

各種商品
小売業
8

各種商品小売業
1,783

その他の
小売業
1,525

その他の
小売業
10,346

無店舗
小売業
201

無店舗小売業
2,285

機械器具
小売業
561

機械器具小売業
3,469

織物・衣服・
身の回り品
小売業
612

織物･衣服･
身の回り品小売業

2,921

総数6,103事業所 総数53,636人

総額2,604,953百万円

機械器具卸売業
335,945

飲食料品
卸売業
902,087

建築材料、鉱物･
金属材料等卸売業 309,903

繊維･衣服等卸売業 19,040

各種商品卸売業 10,665

その他の卸売業
364,596

飲食料品小売業
187,241

各種商品小売業
60,467

その他の小売業 195,577
無店舗小売業
52,488

機械器具小売業
120,183

織物･衣服･身の回り品小売業
46,760

卸売業

小売業

卸売業

小売業

卸売業

小売業

資料：農林業センサス

資料：漁業センサス

資料：工業統計調査

（従業者４人以上の事業所）

※令和2年から世帯の単位が販売農家から個人経営体に変更

（翌年の6月1日現在）

平成28年 2令和元年3029

製造業の事業所数・従業者数・
製造品出荷額等の推移― ― 農家人口及び経営耕地面積

の推移（個人経営体）― ― 
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― 漁業就業者数及び漁船隻数の推移 ―
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― 中央卸売市場取扱量・品目別構成比 ―（令和4年）

果物総量
22,154トン

りんご
17.6%

バナナ
14.9%

みかん
10.0%

かき
8.8%

すいか
6.7%

なし
5.8%

メロン
4.3%

パイン
4.0%

いちご
3.7%

オレンジ
2.4%

その他
21.8%

野菜総量
145,594トン

キャベツ類
20.8%

はくさい
12.6%

たまねぎ
10.1%

だいこん類
8.8%ばれいしょ類

7.1%

レタス類
7.0%

にんじん
5.5%

きゅうり
3.6%

トマト
3.2%

かんしょ
2.0%

その他
19.3%

魚類総量
22,247トン

かつお類
37.2%

まぐろ類
6.6%たい類

6.2%
ぶり
6.4%

しび
4.3%

貝類
2.6%

あじ類
2.4%

さば類
3.4%

かんぱち
2.1%

いか類
1.9%

その他
26.9%

資料：市中央卸売市場

― 国民健康保険税・給付費の推移 ― ― 介護保険サービス利用状況の推移 ―

― こども医療費助成金支給状況 ―― 敬老パス・友愛パスの交付の推移 ―

（被保険者１人当たり）
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保険税 給付費

32,693 33,741 33,938 34,360 34,569
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303,729 

340,554 
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12.70
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要介護･要支援認定者数 保険給付費額

件数 支給額

※平成 30 年 10 月から住民税非課税世帯の未就学児を対象に医療機関の窓口負担をなくす
制度を導入し、令和 3 年 4 月からその対象を市町村民税非課税世帯の 18 歳までに拡充し
て実施した。 

資料：市介護保険課資料：市国民健康保険課

資料：市こども福祉課資料：市長寿支援課・市障害福祉課
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資料：学校基本統計、市教育委員会
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総数
281校

総数
101,212人

 資料：市観光プロモーション課

― 入込観光客数・宿泊観光客数の推移 ―

 資料：市観光プロモーション課
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　イタリアの南部チレニア海に面し、
ローマの南東約 200 ㎞のところに位置
するイタリア第３の都市です。世界３大
美港の１つに数えられ、ベスビオ火山
(1,281ｍ) を背景とした美しい風景が鹿
児島市と似ていることから、1960 年５
月３日姉妹都市を盟約しました。

❶ナポリ市（イタリア）

　湖南省の省都で、温暖な気候、水資源
に恵まれた中国屈指の穀倉地帯の中心都
市です。鹿児島は中国大陸に近く鑑真和
上や遣唐使船など、歴史的関係も深いこ
とから、1982年10月30日友好都市を
締結しました。

　フランス共和国東部のドイツ国
境近くに位置し、フランスとドイ
ツの文化が融合した国際色豊か
な文化都市であるとともに、欧州
評議会や欧州議会の本会議場等
が設置されるなど、ヨーロッパ統
合の象徴的な都市です。本市と同
じく路面電車を活用したまちづく
りを進めており、お互いに訪問団
を派遣し友好ムードが高まる中、
2019年11月25日パートナーシッ
プ協定を締結しました。

❸長沙市（中国）

　アメリカ合衆国フロリダ州の南端に位置
し、温暖な気候に恵まれ、観光・貿易・コ
ンベンション・金融などの拠点となってい
ます。鹿児島市が「日本の南の玄関」とし
て発展しているのと同様に、マイアミ市が
『アメリカの中南米・ヨーロッパへの玄
関』として発展していることから、1990
年11月１日姉妹都市を盟約しました。

❻マイアミ市（アメリカ）

　山形県の西北部、米どころ庄内平野の
南部に位置し、藩政時代から政治・経済・
文化の中心都市として発達し、多くの史跡
と文化財、豊かな自然に囲まれた城下町
で、西郷南洲翁と庄内藩の人々との「徳の
交わり」がきっかけとなり、1969年11月
７日兄弟都市を盟約しました。

❺鶴岡市

　西オーストラリア州に位置し、
近代的なビルと、英国風の建物が
立ち並び、都市機能と自然の調和
を保ちながら発展している国際都
市です。南緯32度線上に位置し、
地中海性の温暖な気候に恵まれ、
「ひかりの街」とよばれており、北
緯32度線上にある鹿児島市との間
で友好の気運が高まり、1974年４
月23日姉妹都市を盟約しました。

❹パース市（オーストラリア）

❷ストラスブール市（フランス）

❻

❷

❸
❹

❺

❶

 資料：市国際交流課


